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科研費制度の概要について





科学研究費の予算の推移



平成24年度 科学研究費助成事業配分状況(新規採択分)
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全国（科研費全体）
応 募：８６,８７４件
採 択：２４,６７３件
採択率： ２８.４％

全国

本学



研究分野別の採択件数（平成23年度 新規＋継続）

※ 平成23年度科学研究費のうち、「奨励研究」を除く研究課題（新規採択＋継続分）及び「学術創成研究費」の当初配分について分類したものです。



（抜粋）
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〘第１段審査〙
４名又は６名の審査委員が専門的見地から個別に審査を実施
・基盤研究（Ａ・Ｂ：一般） ・・・・・・・・・・・・・・・ ６名
・基盤研究（Ｃ）、挑戦的萌芽研究、若手研究（Ａ・Ｂ）･・･ ４名

〘第２段審査〙
第１段審査結果を基にして、広い立場から総合的に必要な調整を行うことを
主眼として、小委員会において合議により審査実施
・専門分野ごとの小委員会、１２名～２８名程度で構成
・小委員会には、分科単位（人文社会系のみ細目単位）で複数（２～１０名）
の審査委員を配置

※その他審査方法
①ヒアリングを実施：特別推進研究、基盤研究（Ｓ）
②同一審査委員が個別審査、合議審査を実施：

基盤研究（Ａ・Ｂ）（海外学術調査）、研究活動スタート支援、奨励研究、
研究成果公開促進費

科学研究費補助金の審査方法

評点分布 ５： 10％、４： 20％、３： 40％、２： 20％、１： 10％
総合評点イメージ

６名の場合 ５ ５ ４ ５ ４ ３ ４.３
４名の場合 ５ ４ ４ ４ ４.３



◆研究の進展に合わせた研究費の前倒し使用が可能

これまでの科研費制度では、研究に思わぬ進展があっても、その年度
に交付された補助金の範囲内でしか研究費を使用できなかった。

科研費（基金分）では、翌年度以降に使用する予定だった研究費を前
倒しして請求することにより、研究の進展に合わせた研究費の使用が可
能。

◆次年度における研究費の使用が可能

基金化のメリット

研究者は、会計年度を気にかけることなく研究を進めることができ、
未使用分の研究費については、次年度以降に使用することが可能。

補助事業期間内であれば、前年度に発注した物品を翌年度に納品する
ことや、翌年度に係る出張経費の支出が可能。



基金化の対象

基金化の対象は、

・「基盤研究（Ｃ）」、「挑戦的萌芽研究」、「若手研究（Ｂ）」
のうち、平成２３年度以降に新たに採択された研究課題

・「基盤研究（Ｂ）」、「若手研究（Ａ）」
のうち、平成２４年度以降新たに採択された研究課題
（研究費総額のうち５００万円以下）

⇒ １研究課題ごとに研究費総額のうち５００万円までは助成金、
５００万円を超える分は補助金が交付されます。



共用設備の共同購入

平成２４年度より、研究費の効率的な使
用及び設備の共用を促進するため、複数の
科研費やその他の経費を合算して共用設備
を共同で購入できるようになりました。



電子申請システムを用いた応募



入力画面サンプル

ＴＯＰ画面のみＷｅｂから
の項目入力

次ページ以降はシステム
によるワープロデータの
吸込み処理

（自動ＰＤＦ化）



最後に、

課題名，分科・細目，研究目的，
研究計画 を記載したドラフト版を

○ シニアアドバイザーに見てもらって
ください。

過去例では、採択率が上がっています。



想いがこもった応募を
お待ちいたします。

科研費応募に係る本学のホームページ
研究・産学連携・国際交流 ＞

特色ある研究と研究支援制度 ＞
科研費応募関係


